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入学者の質を確保するために

歯科医学、歯科医療の魅力・可能性を発信
（国公私共通）

⇒志願者の増加

入学者選抜方法の検討
•面接試験の工夫（コミュニケーション能力）
•入試科目、小論文試験の活用

高大連携の強化（指定校、AO入試・・）

一定の基礎学力やコミュニケーション能力を有する入学者を確保するた
めには多くの志願者を集めることが必要



受験生確保対策事業（国立大学歯学部と合同で実施）

①広報パネルの作成・・各種ガイダンスで掲示
「歯科医学・歯科医療の魅力」を受験生および

社会一般に発信

②ポスターの作成・・①のパネルの要点をまとめ
たポスターを全国高等学校へ配付

（社）私立歯科大学協会の動き
（私立17歯科大学・歯学部が加盟）

歯科大学・歯学部の受験生確保は従前の競争か
ら国公私立を含めた協力・協調へ



18歳人口 1992年（平成4年） 205万人
2002年（平成14年） 150万人
2004年（平成16年） 141万人
2008年（平成20年） 124万人

平成20年は、
平成4年の 60.5％
平成16年の 87.9％



私立私立1717歯科大学・歯学部入試状況歯科大学・歯学部入試状況

区 分 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 5年間趨勢比

募集人員 1,930 1,930 1,937 1,937 1,937

志願者数 11,573 11,619 11,188 10,630 8,832 ▲2,741
(▲23.7％)

内推薦志願者 1,220 1,210 1,168 1,078 794 ▲426
(▲34.9％)

入学者数 1,931 1,928 1,936 1,919 1,850 ▲80

倍 率 5.99 6.03 5.78 5.54 4.77 

18歳人口は、
平成16年に比べ
▲12.1％



私立歯科大学偏差値と学納金私立歯科大学偏差値と学納金

大学 偏差値
学納金

（6年間）
単位：千円

A 56.0 32,441 J 52.0 31,900
B 55.0 31,900 K 52.0 33,200
C 54.0 30,000 L 52.0 29,500
D 54.0 33,200 M 51.5 34,200
E 53.0 29,100 N 51.5 31,700
F 53.0 31,550 O 51.5 31,550
G 53.0 39,500 P 48.5 27,000
H 53.0 32,400 Q 46.0 55,100
I 52.5 29,800

メルリックス学院資料から抜粋



現現 状状
歯学部離れ（国公私共通の問題）医学部志向

・歯科医師過剰

・国家試験の難度化
・医学部の臨時定員増

・学費、国公立大との差 etc
優秀な学生を確保・・・多くの志願者から選抜

入学者選抜方法の工夫
・複数回の選抜試験の実施

・試験科目(数)の検討 etc
（基礎学力確保とのバランス）

・他校との入試日程の調整



各入学試験志願者数
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入学志願者合計と18歳人口

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

0

50

100

150

200

250

合計 362 410 494 668 574 504 442 430 485 366 564 475 448 456 843 811 742 735 643 576

１８歳人口（万人） 193 201 204 205 198 186 177 173 168 162 155 151 151 150 146 141 137 133 130 124

平
成
元

平
成
２

平
成
３

平
成
４

平
成
５

平
成
６

平
成
７

平
成
８

平
成
９

平
成
１０

平
成
１１

平
成
１２

平
成
１３

平
成
１４

平
成
１５

平
成
１６

平
成
１７

平
成
１８

平
成
１９

平
成
２０

（人）

　　（万人）

《志願者数合計》

１８歳人口（万人）

平成4年度

推薦入学選考

導入

平成14年度

学士編入学

導入

平成15年度

Ⅱ期入試導入

平成18年度

指定校制導入

東京歯科大学の入学志願者数と18歳人口



東京歯科大学の現状東京歯科大学の現状

入学者選抜方法の工夫
・平11 推薦入試応募資格の拡大

・平11 一般入試の日程を短縮

・平15 一般入試にⅡ期を導入

・平18 推薦入試に指定校制を導入

・平20 一般入試Ⅰ期の試験日変更

・平21 センター利用入試の導入

区 分 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

A.入学者 128 128 128 128 128

B.合格者
(補欠合格含) 167 169 202 192 176

A／B 76.6％ 75.7％ 63.3％ 66.7％ 72.7％

歩留率



歯科大学を取り巻く環境の改善歯科大学を取り巻く環境の改善

本当に歯科医師過剰なのか？

歯科診療所の地域偏在

新しい標榜科（摂食・嚥下）、医療制度

一般病院での医師とのコラボレートの可能性
医師法と歯科医師法の壁（ex.歯科麻酔医）

歯科医師の待遇⇒保健医療制度の問題？

基礎歯学研究者を増加させるための環境整備



入学者の質の確保対策入学者の質の確保対策
ーー環境整備環境整備ーー

歯科医師の社会的評価向上

時代に則した歯科医師法解釈

私立歯科大学・学部のミッション

（明確化と遂行）

競争環境に適応できる大学の質

財務基盤の確立（学内改善、適切な診療報酬、
適切な臨床研修医数）

危機的な現状認識の必要性



医歯一元化の再考
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